
 

新公立病院改革プラン・公的医療機関等 2025プランの概要 

 

【医療機関名】 長野県厚生農業協同組合連合会南長野医療センター新町病院 

  

項目 内容 

1 現在の医療機能 ・総病床数 140床（急性期のうちドック 5床） 

（急性期：76床 回復期：24床 慢性期：40床） 

・救急告示病院、へき地医療拠点病院 

・出来高算定病院 

・標榜科目 

 内科、心療内科、精神科、小児科、外科、整形外科 

 皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻咽喉科 

 リハビリテーション科 

 （入院は 内科（整形外科）、小児科、外科、眼科） 

２ 医療機関が抱える課題 ・提供する入院医療に関する課題 

 ○運用上、南病棟の 42床を回復期として位置づけてい 

るが、一般 18床、地域包括 24床として稼働してい 

る。本来ならば、42床すべてを地域包括ケア病棟や 

回復期リハ病棟として病棟単位での届出が望ましい 

が、長野医療圏内にある急性期病院などにおいても 

地域包括ケア病床による回復期患者の診療を行って 

いることから紹介件数が大きく増加していない。 

（篠ノ井とのセンター化により増加傾向） 

また、回復期リハ病棟を稼働するには、リハ認定医 

などを含め、入院診療を担う医師が不足している。 

・住民からの要望 

 〇地域医療アンケートなどの結果から見ると、皮膚科 

  や泌尿器科などの専門外来の継続設置が望まれる 

が、不採算での運営を行っている状況である。 

・開業医等との連携 

 〇長野市西山地区唯一の入院病床を持つ医療機関とし 

  て１次から２次救急範囲での受入れを行っている。 

・診療圏人口の減少と現段階での超高齢化 

 〇診療圏人口（約 20年で減少率 65.8％） 

平成 10年 22,425名 ⇒ 平成 28年 14,744名 

 〇診療圏内の超高齢化 

  信州新町（48.3％）小川村（40.6％）中条（51.6％） 

  大岡（55.3％）信更町（50.8％）七二会（47.7％） 

３ 課題を踏まえた将来の医

療機能・担うべき役割 

 

 

 

 

  

 

・病床機能ごとの病床数と今後担うべき役割 

 〇地域における１次から２次診療機能維持 

 〇人口減少・圏域の動向に合わせた病床再編 

急性期 76→58床（地域における一般急性期） 

  回復期 24→42床（リハビリ目的などの紹介受入） 

  慢性期 40→40床（医療区分の高い中長期入院受入） 

・算定を予定している診療報酬 

  急性期（一般病棟入院基本料 10対１） 

  回復期（地域包括ケア病棟又は回復期リハ病棟） 

  慢性期（療養病棟入院基本料 20対 1） 



 

４ 将来に向けた取り組みス

ケジュール 

 

・将来の病床機能の転換に向けた検討スケジュール 

 来年度以降から３年以内の範囲で、南病棟の 42床を 

 地域包括ケア病棟入院基本料または回復期リハ病棟入 

院基本料として届出を行う。 

 現行 ：急性期 76床・回復期 24床・慢性期 40床 

 変更後：急性期 58床・回復期 42床・慢性期 40床 

５ 数値目標 

 

 

医療提供に関する項目 

 ・病床稼働率  現行：83.4％ ⇒ 将来：85.0％ 

  

 経営に関する項目 

 ・人件費率   現行：67.3％ ⇒ 将来：63.0％ 

 

 

 

 


